
2021年1月1日以降に
満期を迎えるお客さまへ

個人用火災総合保険改定のご案内
個人用火災総合保険個人用火災総合保険

保険料の改定 自然災害の増加による保険料の改定

個人用火災総合保険

個人用火災総合保険

共通

補償・サービス内容の充実

費用保険金に関する改定

貴金属等（旧明記物件）の手続き簡素化

宅配物への補償の拡大

火災などの事故時の盗難補償の追加

個人賠償責任特約の補償範囲の拡大

補償の縮小・明確化 携行品損害特約の漁具の対象外　など

建築基準法改正に伴う改定 構造級別判定方法の改定

※地震保険についても、地震保険の始期日が2021年1月1日以降となるご契約から改定を実施します。
　詳しくは取扱代理店または損保ジャパンまでお問い合わせください。

2019年10月に火災保険の参考純率が改定されたことを受け、損保ジャパンの火災保険も2021年1月1日以降保険始期
の契約について、商品改定を実施します。本改定により、ご契約（更新）にあたり保険料や補償内容が大きく変更となって
いる場合がありますので、今一度ご契約内容をご確認のうえ、お手続きいただきますようお願い申し上げます。

昨今の大規模自然災害の増加により、参考純率が改定されました。（今回の参考純率改定には2019年度の保険金支払による影響は含みません。）
これに伴い、損保ジャパンにおいても保険料の改定を実施します。なお、保険料の改定幅はご契約の内容や建物の構造等によって異なります。

参考純率とは
損害保険料率算出機構が算出する「純
保険料率」（保険金の支払いにあてられ
る部分）のことです。参考純率は、損保
ジャパンをはじめとする多くの会員損保
会社のデータを用いて算出を行っている
ことから、個社単独のデータから算出し
た純保険料率よりも精度が高いものです。
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※「日本の損害保険 ファクトブック2019」（一般社団法人日本損害保険協会）より

平成26年2月雪害：
3,224億円

西日本豪雨： 1,956億円
台風21号：1兆678億円
台風24号： 3,061億円

台風15号：
1,642億円

＜主な風水災等による保険金支払額＞

台風21号：
1,217億円

2018年度には全国で
多くの保険金をお支払いし、

被害に遭われた多くのお客さまに
お役立ていただきました。

2021年1月改定



昨今、大型台風や豪雨が多発していることを踏まえ、大規模災害におけるお客さまの備えを拡充するとともに、いち早く保険金
をお届けできるよう、費用保険金のお支払いに関して以下１．～４．の改定を実施します。

１．修理付帯費用の新設
昨今の自然災害の増加により、仮修理や各種調査が必要な事故が増えているため、これらの費用を補償するために「修理付帯費用」を
新設します。

修理付帯費用とは
本修理を行うまでの間に一時的にブルーシートをかけるなどの「応急処置費用（仮修理費用）」や、損害が生じた箇
所の「原因調査費用」などの費用を言います。
なお、パンフレット等では「残存物取片づけ費用」と「修理付帯費用」をまとめて「復旧に付随して発生する費用」と
呼称しています。

２．損害保険金の算出方法の改定
これまで費用保険金としてお支払いしていた「残存物取片づけ費用」と、新設する「修理付帯費用」を、「損害保険金」としてまとめてお
支払いします。
従来は損害保険金と各種費用を別々に計算する必要があったため保険金のお支払いに時間を要するケースがありましたが、この改定に
よりスピーディーなお支払いにつながります。

３．損害保険金の支払限度額の改定
上記２．の改定に伴い、損害保険金の支払限度額を保険金額の2倍に改定します。（復旧費用については保険金額を限度としてお支払
いします。）
これにより、「修理付帯費用」の新設に加え「残存物取片づけ費用」に個別に定められていた限度額がなくなるため、お支払いできる損
害保険金が増加するケースがあります。

４．臨時費用保険金の支払限度額の改定
上記３．の改定に伴い、臨時費用保険金の支払限度額を以下のとおり改定します。なお、上記改定により、臨時費用保険金も増加する
場合があります。（臨時費用保険金を補償の対象とした場合にかぎります。）

お支払いする保険金
費用の種類 保険金の種類

復旧費用 損害保険金としてお支払いします。

残存物取片づけ
費用

残存物取片づけ費用保険金として
お支払いします。

修理付帯費用 （補償対象外）

お支払いする保険金
費用の種類 保険金の種類

復旧費用

損害保険金としてお支払いします。残存物取片づけ
費用

修理付帯費用

改定前 改定後

お支払いする損害保険金
（保険金額1,000万円の場合）

修理お見積書：1,200万円

復旧費用 残存物
取片づけ費用 修理付帯費用

700万円 200万円 300万円

保険金額
限度

復旧費用×
10％限度 対象外

700万円 70万円 0円
〇 △ ×

お支払いする損害保険金：770万円

お支払いする損害保険金
（保険金額1,000万円の場合）

修理お見積書：1,200万円

復旧費用 残存物
取片づけ費用 修理付帯費用

700万円 200万円 300万円

合計額が保険金額の２倍限度
（復旧費用は保険金額限度）

700万円 200万円 300万円
〇 〇 〇

お支払いする損害保険金：1,200万円

改定前 改定後

のとおり改定します なお 上記改定により 臨時費用保険金も増

お支払いする損害保険金 1,200万円

お支払いできる費用が増え、さらにケースによっては
保険金額を超えたお支払いも可能となりました。

臨時費用保険金の支払額・支払限度額

支払額 損害保険金×10%

支払限度額 100万円
（1事故・1敷地内ごと）

臨時費用保険金の支払額・支払限度額

支払額 損害保険金×10%

支払限度額

100万円または
保険金額×10%の
いずれか低い額

（1事故・1敷地内ごと）
※  支払限度額の「保険金額×10％」は、損害保険金をお支払
いする保険の対象ごとにそれぞれ算出します。

改定前 改定後



これまで、１個または１組の価額が30万円を超える貴金属・宝石等や骨とう品等（以下「貴金属等」といいます。）を保険の対象とする場合、
申込書等に貴金属等の詳細を記載（明記）する必要がありましたが、この手続きを簡素化します。
1,000万円以下は明記不要とし、お客さまが補償を希望される貴金属等の金額に応じてお手続きいただけます。なお、1,000万円超
の場合は、従来通り明記が必要となりますので、ご注意ください。

貴金属等の取扱い
申込書等に明記のうえ、評価額を設定することで
補償の対象となります。

貴金属等の取扱い
以下のとおり取扱います。

貴金属等の金額 取扱い 明記の要否

100万円以下 自動補償 不要

1,000万円以下

保険金額を300万円・
500万円・800万円・
1,000万円の中から
選択

不要

1,000万円超 評価額を設定 要

改定前 改定後

昨今のネット通販等の利用加速により、自宅への宅配ボックスの設置や、荷物を玄関等に置いて届けるサービス（置き配）の利用が増加
している状況を受け、敷地内に所在する宅配物等を家財の補償の対象とする改定を実施します。

敷地内の宅配物等の取扱い
補償対象外

敷地内の宅配物等の取扱い
以下を補償の対象とします。
・  不在時に自宅の玄関前や宅配ボックスに配達さ
れた宅配物
・玄関前に設置した動産である宅配ボックス

改定前 改定後

「盗難」を補償の対象とした場合、火災や風災等の事故の際における保険の対象の盗難も補償の対象とします。

「個人賠償責任特約」「個人賠償責任特約包括契約に関する特約」について、以下２点の補償を拡大します。

・  誤って線路へ立ち入り電車を運行不能にさせてしまった場合など、他人の身体や財物への直接損害を伴わない電車等運行不能
に起因する法律上の損害賠償責任

・  他人から借りたり預かったりした物の損壊または盗取に起因する法律上の損害賠償責任（国内で受託した物にかぎります。）

以下の項目については補償の縮小や明確化を実施していますので、必ずご確認いただきますようお願い申し上げます。
項目 概要

「携行品損害特約」の
補償の対象の縮小 「携行品損害特約」において、釣竿や竿掛け等の「漁具」を補償の対象外とします。

「不測かつ突発的な事故」の
補償の対象の縮小 「不測かつ突発的な事故」において、サングラスを補償の対象外とします。

製造者等の契約上の
責任事故に関する補償の明確化 製造者等が契約上保証する場合は補償の対象外であることを明確にします。

「水災支払方法縮小特約」の
補償の縮小

「水災支払方法縮小特約」によって水災による損害保険金が支払われる場合、「臨時費用保険金」の支払
対象外となります。



●「THE すまいの保険｣「THE 家財の保険」は、｢個人用火災総合保険｣のペットネームです。
● このご案内は、改定の概要を説明したものです。詳しい内容につきましては、取扱代理店または損保ジャパンまでお問い合わせください。なお、ご契約の際には、
必ず「重要事項等説明書」「ご契約のしおり（約款）」などをご確認ください。

建築基準法の改正に伴い、構造級別の判定方法を一部改定します。
非常に稀なケースですが、更新前のご契約が非耐火構造（H構造等）の場合、T構造やM構造になる場合があります。詳細は取扱代理
店または損保ジャパンまでお問い合わせください。

①地震保険・水災補償のススメ

③臨時費用保険金の見直しのススメ

⑤補償に迷ったら・・・「THE すまいのハザードマップ」をご活用ください！

④自己負担額の見直しのススメ

②家財の補償のススメ

地震の補償や水害、洪
こう

水など
への補償はついていますか？
自然災害が増加する中、「万が一」
は誰にでも起こりえます。
2018年度、2019年度の相次ぐ
自然災害時、多くのお客さまから
「保険に入っていて良かった」と
の声をいただきました。

臨時費用保険金が「あり」の場合は、
「なし」にすることで、保険料を抑え
ることができます。
※  補償が縮小となりますのでご注意くだ
さい。

臨時費用保険金とは？
損害保険金にプラスしてお支
払いする保険金です。事故時
の思わぬ出費に役立ちます。

「THE すまいのハザードマップ」とは、損保ジャパン
が公的機関等の各種データや保険金支払データ等を
用いて独自に作成した、オリジナルのハザードマップ
です。
ぜひ取扱代理店までお問い合わせください。

自己負担額を高く設定すると、
低く設定した場合に比べて
保険料を抑えることができます。
※  事故時にお客さまが自己負担する
金額が大きくなりますのでご注意くだ
さい。

自己負担額とは？
事故の際に、損害の額のうち
お客さまが自己負担する額
です。

「家財」への保険のご加入はお済みですか？
「建物のみ」のご加入では、家財に
損害があった場合、補償の対象にな
りません！
2018年度、2019年度の自然災害
時、家財にも多くの被害が発生しま
した。
万が一のとき、少しの補償が助けとなります。

地震や水害などの
お住まいを取り巻く

各種災害リスクをピンポイントで
分析できます！

自己負担額の設定パターン
高

低

保
険
料

0円

1万円

3万円

5万円

10万円

※ 契約プランによっては自己負担
額0円・1万円は選択できません。

臨時費用保険金の設定パターン
高

低

保
険
料

損害保険金
×10%・

限度額100万円
または保険金額
×10%のいず
れか低い額

なし

ご契約内容の見直しのポイント

〒160-8338  東京都新宿区西新宿1-26-1
＜連絡先＞https://www.sompo-japan.co.jp/contact/

SOMPOグループの一員です。

お問い合わせ先

（SJ20-51030  2020.8.4）16562-01（20070303） 504807 -0100

有限会社木下保険事務所
〒279-0013 千葉県浦安市日の出6-2-B-302
TEL 047-380-8742　FAX 047-380-8795
http://www.kinoshita-hoken.co.jp

　
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 350
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata pogodnih za pouzdani prikaz i ispis poslovnih dokumenata koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /ClipComplexRegions true
        /ConvertStrokesToOutlines false
        /ConvertTextToOutlines false
        /GradientResolution 400
        /LineArtTextResolution 1200
        /PresetName <FFFE5B00D89AE389CF50A65E5D00>
        /PresetSelector /HighResolution
        /RasterVectorBalance 1
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


